
令和２事業年度

決　算　報　告　書

（案）

国立大学法人福井大学



(様式２－２）

国立大学法人福井大学

差　　　額
（決算－予算）

　 　 　
9,575 9,726 151 （注１）

0 27 27
868 861 △ 7 （注２）

0 0 0
0 0 0

498 2,414 1,916 （注３）
30 30 0

22,281 22,369 88
2,788 2,714 △ 74 （注４）

19,164 19,033 △ 131 （注５）
0 0 0

329 622 293 （注６）
1,794 1,597 △ 197 （注７）

257 213 △ 44 （注８）
0 0 0
0 0 0
0 0 0

35,303 37,209 1,906

31,227 29,683 △ 1,544
12,804 12,653 △ 151 （注９）

0 2 2
18,423 17,029 △ 1,394 （注１０）

898 891 △ 7 （注１１）
0 0 0

390 1,925 1,535 （注１２）
1,794 1,444 △ 350 （注１３）

0 0 0
994 994 0

0 0 0
35,303 34,937 △ 366

0 2,272 2,272

※補助金等収入には、授業料等減免費交付金が127百万円含まれており、本補助金は授業料等免除に使用しております。

（注１）

（注２）

（注３）

（注４）

（注５）

（注６）

（注７）

（注８）

（注９）

（注10）

（注11）

（注12）

（注13）

　　　　　　　 （単位：百万円）

区　　分 予　算　額 決　算　額 備　　　考

　　　　附属病院収入

 収入
　　運営費交付金
　　　　　うち補正予算による追加
　　施設整備費補助金
　　船舶建造費補助金
　　施設整備資金貸付金償還時補助金
　　補助金等収入
    大学改革支援・学位授与機構施設費交付金
　　自己収入
　　　　授業料、入学料及び検定料収入

　　　　　　　うち授業料免除実施事業

　　　　財産処分収入
　　　　雑収入
　　産学連携等研究収入及び寄附金収入等
　　引当金取崩
　　長期借入金収入
　　貸付回収金
　　目的積立金取崩

計
 支出
　　業務費
　　　　教育研究経費

収入－支出

　　　　診療経費
　　施設整備費
　　船舶建造費
　　補助金等
　　産学連携等研究経費及び寄附金事業費等
　　貸付金
　　長期借入金償還金
    大学改革支援・学位授与機構施設費交付金

計

　施設整備費補助金については、予算段階で予定していた事業の計画変更等により、予算額に比して7百万円少額となっていま
す。

　補助金等収入については、国等からの新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金等が交付されたことにより、予算額に比
して決算額が1,916百万円多額となっています。

　授業料、入学料及び検定料収入については、主として授業料の減免により、予算額に比して決算額が74百万円少額となってい
ます。

　附属病院収入については、新型コロナの影響による患者受入制限したことにより、予算額に比して決算額が131百万円少額と
なっています。

　雑収入については、医療機器設備費等の繰越金戻入の増加により、予算額に比して決算額が293百万円多額となっています。

令和２事業年度　決算報告書

　産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、寄附金等の受入れ減少及び繰越額の増加により、予算金額に比して350
百万円少額となっています。

　産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、予算段階で予定していた寄附金等の受入れ減少により、予算金額に比して
決算金額が197百万円少額となっています。

　引当金取崩については、予算段階で予定していた退職者数よりも実際の退職者数が少なかったため、予算金額に比して決算金
額が44百万円少額となっています。

　教育研究経費については、新型コロナウイルス感染症蔓延防止のための教育研究活動抑制により、予算金額に比して決算金額
が151百万円少額となっています。

　診療経費については、（注５）に示した理由及び医薬品等の契約単価見直しにより、予算額に比して決算額が1,394百万円少
額となっています。

　施設整備費については、（注２）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が7百万円少額となっています。

　補助金等については、（注３）に示した理由により、予算額に比して決算額が1,535百万円多額となっています。

　運営費交付金の差額151百万円は、元年度からの繰越額と追加配分額（退職手当）及び補正予算（授業料免除実施経費）と
なっています。


